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営業外費用（暗号資産評価損）の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2027年３月期 第１四半期連結累計期間において、営業外費用（暗号資産評価損）を計上

いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。なお、本件による2027年３月期の連結業績予

想の修正はありません。 

 

記 
 

１. 営業外費用（暗号資産評価損）の計上について 

当社は、2026 年４月 22 日付「営業外費用（暗号資産評価損）の計上及び 2026 年３月期通期連

結業績予想の修正に関するお知らせ」にてお知らせいたしましたとおり、保有する暗号資産（イー

サリアム）につきましては、税務上の時価評価課税の適用対象外とするための移転制限措置は適

用・維持しつつも、会計上は期末における時価評価を実施し、評価損益を計上する方針としており

ます。 

この方針に基づき、当社が保有する暗号資産（イーサリアム）について 2026 年６月 30 日時点の

時価評価を行った結果、帳簿価額と時価評価額との差額を営業外費用として暗号資産評価損

216,793 千円を計上いたしました。 

 

（参考）2026 年６月 30 日時点の暗号資産（イーサリアム）保有状況 

期末保有数量： 2,773.3241 ETH 

取 得 価 額 ： 1,178,830 千円 

期末評価額： 707,931 千円 

 

２. 業績への影響 

上記の暗号資産評価損の計上を反映した 2027 年３月期 第１四半期連結累計期間の業績（経常損

失 240,594 千円、親会社株主に帰属する四半期純損失 241,951 千円）につきましては、本日別途公

表の「2027 年３月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」に記載のとおりであります。 

なお、2027年３月期通期の連結業績予想につきましては、保有する暗号資産の期末時価評価によ

る影響が大きく、現時点で合理的な数値の算定が困難であることから、連結経常利益及び親会社株

主に帰属する当期純利益を非開示としており、本件による通期業績予想の修正はございません。 
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